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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・4月30日（木）に部署懇談会実施予定。

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜利用者様情報＞
デイケア
・田村　義之様　～西病棟看護師より連絡がある。デイケア見学について本人へ確認したが、退院後にデイケア利用することの理解や必要性があまり感じられず、家族の意向である事と説明すると「そうか。じゃあ、そうういう事に」と受動的な様子であったとの事。入院中のデイケア見学はせず、本人と話し合いをして、退院後に見学日の調整を行っていくこととなった。

・森　美智男様　～外来看護師より情報提供がある。最近、食事の通りが悪く、思うように水分、食事が摂れないとの事で点滴療法を施行しているとの事。八戸市立市民病院へは定期的に受診して食道を広げる処置をしている為次回受診時は市民病院へも相談するように助言したと言う。昼食時はジュースのみ摂取しており、一週間程前より食事が喉を通らないと話している。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様　～昨日のデイナイトケアにて、多弁傾向であり自身の不調を訴えることが目立っている。昨日、青風荘へ帰荘する際に他利用者様（古舘　正行様）を指差しつつ「腰が曲がっているだけでどこも悪くない。なのに階段じゃない」等と発言をしている様子も見られていたとのこと。帰荘後も不調の訴えや、古舘様の状態、エレベーター使用に関してスタッフへ執拗に話し掛けていたとのこと。青風荘スタッフとデイナイトケアスタッフにて検討し、今後は階段を使用せずエレベーターを使用し移動することとしている。本日も来所後より、小声での独語や、ミーティング中に話を遮る行為等は見られており多弁傾向ではあるが、作業療法では静かに絵画に取り組むことが出来ている。
・稲垣　ふき様　～朝のミーティング時に、スタッフが体調を確認すると咽頭痛を訴えている。具体的に問うと、4、5日前より痛み始め、現在は徐々に落ち着いていると話している。昨日も体調確認を行っているが、不調は無いと話していたため、何か体調に変化があった際にはスタッフへすぐに報告するように伝えている。上記内容を青風荘へ情報提供している。

ショートケア
特記事項なし
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